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1．研究進捗状況と成果 

今年度は、本研究プロジェクトの核となるインターネットスケールチューリングマシン

の理論的なベースの確立に向けて、1) 計算モデルの設計と、2) そのモデル用の開発環境

の開発に取り組んだ。また、3) 提案するインターネットスケールチューリングマシンの応

用を想定したプロトタイプを実装した。 

1) 計算モデル 

コンピューティングプラットフォームとして、計算に関する制約の厳しいプログラマブ

ルスイッチを想定し、その上で任意の計算を実行する計算モデルを設計し、Intel Tofinoス

イッチ上に実装した。また、いくつかの汎用的な計算を、スイッチ上に実装した計算モデル

上で検証した。これらの成果は、国際会議へ投稿する論文として整理中である。 

2) 開発環境 

計算モデルの実用的な普及を想定すると、汎用的なプログラミング言語から上記の計算

モデル上で動作する命令列を生成するための開発環境が必要である。そこで、本項目では、

プログラミング言語として、ポインタをサポートしない、などのいくつかの制約を置いた C

言語を設定し、C言語から計算モデルの命令列に変換するコンパイラを開発した。 

3) 提案フレームワークの応用 

提案フレームワークの応用先として、ACM SIGCOMMや SIGCOMM Computer Communication 

Reviewで議論されている Extensible Internet Architectureを想定し、そのためのプロト

コル変換機構を DPDK (Data Plane Development Kit) を用いて実装した。具体的なプロト

コルとして IPと ICN (Information-Centric Networking) を想定した実装で、約 1000CPU

サイクル/秒のパケット変換を実現した。 

以上 


